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10月178の r八置""長Jを皮切

りに、今年も「奈良市文化祭"11 
開催されます。市民のみなさん巳

市芸術の秩M を獲しんでもらおう
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家族で、友だち司主で楽しんで

くださし、

くわしくは2函で紹介していま
写。

みんなそろって投棄しましよう
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金構(美摘霊展障く)
E蹄文化センヲ-，当スト7困〉
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八重桜祭
岡畑帽 2ーラ叫t'iliR!O'lW1< "'~， 山

川習された輔の成"，!oQ;W:します.
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1SC日)
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入揖自由 ならチ工ンパーオーケストラ
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普通冒 ハイドン

変.aM10阿.
ニ侵間「崎酎」

入場整理券

NHK 
コーラス・フェスティ!¥)[，

イン 奈良
アマチA アコーラス
グループの受d担金

入場自由

IA哩 術展舞台

パリ島ス7ララティ歌舞団
~大，..わすqム，ン "̂' 神々の警がいま組.る ~

1111 I日)
午後2時~

演目 11')ス〈観主の舞〉

他7演目

制童 1.5∞円

品 l
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16個目午酎竹跨~
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格.家佳小.依4〆上111講話の*名勝「文敏，， 
.名し重し r~ . その襲名配念公械で す .

司F

-4|竹刷童)午後日時~漬目 可♂

料金 1.50C円
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申 (チケット) 8聞蹴醐叉即 日開月間制べて醐 醍 A師 1問い合わせ
Ib 耐 、n聞か日時 閉}で.Ol<酔 ..帽 のとき帽自開 .，I市役所文化復興鶴

喜(1Lt似て)諸民話器文語43?思tifffEL--誌でl二条12311fI1

入場自由

奈良市美術家展
日本画・，.など市奨術家

..酬の作制点を展示

11/4-13午前10跨~
98<咽午後4跨

会場中明公民館
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